



































Evaluation of Historical Documents Related to the Japan 
Confederation of A- and H-Bomb Sufferers Organizations　（１）
Shinobu Matsuda
　　This paper is an interim report on documents related to the “Japan 
Confederation of A- and H-Bomb Sufferers Organizations” (Nihon Hidankyo), 
archived by the authorized nonprofit organization, “No More Hibakusha 
Project-Inheriting Memories of the A- and H-Bomb Sufferers.” Established in 
2011, this NPO has collected over 6000 historical materials related to the 
confederation and are currently sorting and analyzing them. The materials 
include records of several meetings, newsletters, and pamphlets issued by the 
confederation, and also contains personal letters, notes, and testimonies by 
many sufferers. The author of this paper has focused mainly on reading 
several newsletters issued by the confederation, and tracing changes in the 
organization of the NPO.
　　Nihon Hidankyo was established in 1956, but in the middle of the 1960s it 
struggled and suspended activity for a while. Members’ opinions were divided 
over the movements against the A- and H-bombs. Few documents made before 
the suspension have survived but a rich collection of newsletters after the 
resumption of activity is preserved. By analyzing the changes evident in these 
newsletters, the author has come to believe that the clerical procedures related 
to handling Nihon Hidankyo was reformed and that doing so broadened the 
appeal of the organization to a wider range of participants in the late 1960s.
Key words:  Japan Confederation of A- and H-Bomb Sufferers Organizations （日
本原水爆被害者団体協議会）, No More Hibakusha Project – Inheriting 





愛友会 535 点 愛知県原水爆被災者の会（愛友会）からの寄贈史料。
楠本熊一 66 点 和歌山県原爆被災者の会（会員の高齢化などを理由に 2015 年 6 月解散）元会長。広島文
理科大学 1 年次に被爆した。
栗原淑江 1489 点 日本被団協事務局元職員。1991 年退職。1993 年の創刊から 2013 年の終刊に至るま
で『自分史つうしんヒバクシャ』主宰をつとめる。1947 年生れ。
小西悟 408 点 広島で被爆。1977 年頃から日本被団協の国際部門の責任者として国際活動を牽引。
1929 年生れ、2015 年死去。
嶋岡静雄 87 点 三重県原爆被災者の会（三友会）元会長。原爆投下後の救援のため暁部隊の一員とし
て広島へ入市し、被爆した。1925 年生れ、2011 年死去。
杉山秀夫 14 点 静岡県原水爆被害者の会元会長。22 歳のときに広島で被爆した。1923 年生れ、2010
年死去。
須藤叔彦 29 点 群馬・群友会元会長。学徒動員中の 16 歳のときに長崎で被爆し、被団協運動の草創
期から運動に参加した。2016 年死去。
副島まち 41 点 兵庫県原爆被害者団体協議会元理事長。1913 年生れ、2006 年死去。（原稿執筆の際に
は「まち子」と記名される場合がある。）
田川時彦 56 点 東友会（東京都原爆被害者団体協議会）元事務局長、元会長。広島師範学校予科 2 年の
とき、被爆した。1929 年生れ、2003 年死去。
藤平典 247 点 東友会元会長。日本被団協元事務局長、元代表委員。広島高等師範学校在学中に学
徒動員先の東洋工業の建物内で被爆し、直後に広島市内で救援活動をおこなった。
1928 年生れ、2011 年死去。
永坂昭 13 点 長崎で被爆。被爆教師の会。東友会元事務局次長。1928 年生れ、1994 年死去。
日本被団協 2236 点 日本原水爆被害者団体協議会からの寄贈史料。
原田京子 13 点 広島での原爆調査に関わった。







広瀬方人 6 点 市民団体「長崎証言の会」元代表。15 歳のとき、学徒動員先の長崎にて被爆した。
2016 年死去。
古谷三千雄 117 点 広島で被爆。神奈川県原爆被災者の会平塚支部会長。2012 年死去。
増岡敏和 15 点 広島市出身の詩人。広島原爆投下時には愛媛県にいた。終戦直後から峠三吉らとと
もに広島で文化活動、被爆者救援活動を展開し、詩人として平和・反核を訴える。
1928 年生れ、2010 年死去。
横川嘉範 56 点 東友会元事務局長・元会長。16 歳のとき広島で被爆。1928 年生れ、2010 年死去。
その他 25 点 その他の個人・協力者から継承する会に寄贈された手記・体験記・証言など。
計 6257 点























































表 ２　『ふたたび被爆者をつくるな　日本被団協 50 年史』各章における要点
Ⅰ　原爆地獄 1945 年 8 月（省略）
Ⅱ　日本被団協前史 1945 年〜1956 年 7 月
医療の問題としての被爆問題／戦時災害保護法の打ち切り／峠三吉らの詩作活動／広島市原爆傷害治療対
策協議会結成（1953 年）／長崎市原爆障害者治療対策協議会（1953 年）／原爆被害者の会（1952 年）＝広
島・長崎の統一組織のイメージ／ビキニ被災／第 1 回原水爆禁止世界大会















ア・ヒロシマ」／国連 NGO 被爆問題国際シンポジウムの日本開催（1977 年）／原水爆禁止世界大会 14 年
ぶりに統一開催（1977 年）／厚生大臣の私的諮問機関、原爆被爆者対策基本問題懇談会（基本懇）答申「戦














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































号数 刊行日 著者（肩書き） 論　　題
17 1959 年 11 月 15 日 伊東壮（多摩原水連被対部多摩被団連準備
会）
資料　被爆者の実体と今後の方針
24 1960 年  4 月 10 日 山口清（東京被団協事務局長） 救援運動の前進のために　我々が常にぶ
つかるいくつかの問題について
25 1960 年  5 月 10 日 伊東壮（東京被団協事務局次長） 「被爆者の意識の前進」についての試論
26 1960 年  6 月  1 日 及川儀右エ門（東京被団協代表理事） アホラシイ国会
26 1960 年  6 月  1 日 久保仲子（愛媛県原爆被害者の会会長） ―私たちは戦争と戦後政治の被害者では
ないのか―　政治にかかわるということ
27 1960 年  7 月  1 日 副島まち子（兵庫県原爆被害者の会会長） 私達は汚点を残したでしようか
27 1960 年  7 月  1 日 久保仲子（愛媛県原爆被害者の会会長） 副島さんへのお答え
32 1960 年 12 月  1 日 福井満夫（京都府原爆被災者の会） 被団協と原水協
34 1961 年  2 月  1 日 小島利一（東京被団協事務局長）、市村
志郎（日本被団協事務局員）
財政活動とはなにか
36 1961 年  4 月  1 日 市村志郎（日本被団協事務局員） 無数の問いかけを自らに課すこと　―研究
活動・体験記の運動を盛んにするために―
46 1962 年  2 月  1 日 久保仲子（愛媛県原爆被害者の会会長） 援護法獲得のために
52 1962 年  9 月  1 日 杉山秀夫（静岡被団協） 日本被団協総会に参加して
52 1962 年  9 月  1 日 小島利一（東友会） 被団協総会と今後の課題
54 1962 年 11 月  1 日 新開進（大阪府原爆被害の会） 日本被団協の発展のために
















　『つるパンフ』には原水爆被害者の援護を要求する一三項目が要求事項として掲げられ、具体的な運動方針から原水禁の訴えが姿を消している。このことは、日本被団協が核兵器 問題に関する訴え 取り下げたことを意味しているわけではなく、そのことは『つるパンフ』 前文に「世界に再び被爆者をつくり出すな。被害者援護法を制定せよ。政府は、被害者に補償し、その生活 医療を完全に保障せよ。 」 叫び声をあげつづけると記されていることにもあら れている。　しかし原水禁といった具体的な政治目標ではなく、幅広い合意がえられ
る「再び被爆者をつくり出すな」との文言での主張に っている
26こと自体
が、一九六〇年代の原水禁運動 分裂を経過した日本被団協の立場を如実に示しているように思われる。なぜならば「再び被爆者をつくり出すな」は一見強い主張の みえるが、原水禁運動に対 る是非の立場を問わ
表 ４　被団協運動の要求および被爆者関連法案に関する略年表
1945 年  8 月 広島・長崎で原子爆弾投下
1956 年  8 月 第 2 回原水爆禁止世界大会会期中に日本被団協結成
1957 年  4 月 「原子爆弾被爆者の医療等に関する法律」（原爆医療法）施行
1963 年 12 月 原爆裁判（1955 年 4 月提訴）に対する東京地裁判決
原爆投下は国際法違反。個別の損害賠償請求は棄却したが、被害者に対する
国の対策充実を要望
1964 年 日本被団協代表理事会、約 1 年間機能停止
1966 年 10 月 第 23 回代表理事会（神戸）において、日本被団協『原爆被害の特質と「被爆
者援護法」の要求』（通称『つるパンフ』）発表
1968 年  9 月 「原子爆弾被爆者に対する特別措置に関する法律」施行
1971 年  9 月 第 15 回定期総会「私たち原爆被害者の要求」を決議
1973 年  4 月 日本被団協「原爆被害者援護法案のための要求骨子」発表
1980 年 12 月 基本懇「原爆被爆者対策の基本理念及び基本的在り方について」の意見書を
園田直厚生大臣に提出
1984 年 11 月 「原爆被害者の基本要求」制定
1995 年  7 月 「原子爆弾被爆者に対する援護に関する法律」（被爆者援護法）施行





























































































































































































 『被団協速報』第 2 号（1967 年 1 月 1 日）
史料 1
